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ふるさと佐賀、ふるさと北茂安に対し愛着と誇りをもってもらいたいという願いから、歴代校長先生とその

当時の職員、当時の学校の様子について紹介しています。今回は１０回目ということで、第１０代校長原金次

先生とその当時の様子について紹介します。 

第１０代校長 原 金次先生は昭和４９年度から昭和５４年度まで

の６年間本校在職でした。このころの主な出来事としては、現在の

体育館が竣工(S51)、現在の校舎がＳ５３年から３年計画で工事され

ますが、第２棟まで完成しました。旧講堂は後に解体され、球技コ

ートとなっています。下の航空写真は、新体育館と木造校舎、旧講

堂解体後の球技コートが写っているので、昭和５１年８月～５３年

ごろのものと思われます。なお、Ｓ５２年に本校男子剣道部が全国

中学生剣道選抜大会で準優勝を果たしています。その時のメンバー

の一人が、本校の木下憲司先生です。(後ろから３人目の選手)  

このころ世界では、モントリオール五輪（S51）が、国内では佐賀国体(S51)が開催されました。 

本校には、学校保管用の卒業アルバムが、Ｓ４９年度以降からはありましたので、その中からいくつか写真

をピックアップしています。旧校舎の第一棟、旧校舎での授業風景、旧校舎の講堂や中庭などです。 


